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エグゼクティブサマリー 2

1. 【業界構造に変化を与えるトピックス】
三井製糖・大日本明治製糖が経営統合を予定、
当社は統合後の持株会社と資本業務提携を実施予定

2. 【当期の業績】
売上高は砂糖の販売価格の下落により減少するも、営業
利益は、飼料事業の増益により増加

3. 【中期経営計画】
2023年3月期に、売上高58,300百万円、経常利益2,700
百万円を目標とする計画を策定
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三井製糖・大日本明治製糖（経営統合予定）との資本業務提携 3

砂糖業界を取り巻く事業環境と課題

【事業環境】
・人口の減少、甘味需要の多様化
・TPP や多数の 国との経済連携
協定の進展

・今まで以上に国際的な競争にも
さらされるなどの厳しさが増加

【課題】
・各社において事業基盤の更なる強化が課題

本経営統合及び本資本業務提携の狙い

・これまで培ってきた生産技術、
品質やコスト管理手法、物流・原料調達を
はじめとする広範な経営ノウハウを結集

・安定的国内供給体制の基盤を一層強固なもの
とすると同時に、国際競争力を強化して企業
としての成長を図る

※2021年4月1日（予定）：本経営統合の効力発生日

三井製糖 大日本明治製糖

持株会社（名称未定） 日本甜菜製糖株式持合

当社の狙い

・生産原料資源の確保、我が国の砂糖産業全体の
安定的運営への貢献を図る

・本持株会社と共に、技術者の交流による生産技術
の伝承や向上を果たす

・地域経済に貢献し、我が国砂糖産業の健全な発展
に貢献

経営統合により、2社は持株会社体制へ移行予定

持株会社

当社は資本業務提携を予定（時期未定）
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※「てん菜」は、「ビート」とも
呼ばれるヒユ科の多年生植物です
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1. 決算概要
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決算概要 6

• 砂糖の販売価格下落を主な要因とする売上高の減少

• 原料価格の下落による配合飼料製造コストの低下

• 営業利益は前年比＋36百万円、計画比＋114百万円

2019年3月期 2020年3月期

通期実績 通期実績 前年同期比 達成率
当初

通期計画

売上高 57,997 57,021 △1.7% 98.3% 58,000

売上原価 42,343 40,996 △3.2% ー ー

売上総利益 15,654 16,025 2.4% ー ー

販売費及び一般管理費 14,076 14,410 2.4% ー ー

営業利益 1,577 1,614 2.3% 107.6% 1,500

売上高営業利益率 2.7% 2.8% ー ー 2.6%

経常利益 2,037 2,085 2.4% 115.9% 1,800

売上高経常利益率 3.5% 3.7% ー ー 3.1%

当期純利益 1,324 1,340 1.2% 111.7% 1,200

単位：百万円
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セグメント別 砂糖事業 7

• 売上高が610百万円減少、営業損失が143
百万円増加

• 海外相場の影響により販売価格が下落

• ビート原料糖のたな卸評価損が拡大
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売上高 38,340 37,729 ▲610

営業利益 ▲470 ▲613 ▲143

• 売上高はてん菜の豊凶、海外砂糖相場、国
内砂糖消費量等、外部要因の影響大

• 一定の数量を超えるビート糖は、安価な
ビート原料糖として販売

• 国内消費量の減少により、ビート原料糖の
販売量が増加し、売上高は減少傾向

売上高

営業利益

単位：百万円

単位：百万円

単位：百万円

• ビート原料糖は販売価格が低く、期末在
庫量が増えるとたな卸資産評価損が拡大

• ビート原料糖数量の増加と海外粗糖相場
の下落等により、評価損が拡大傾向
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セグメント別 食品事業 8

• パン需要増によりイースト売上が増加

• オリゴ糖等食品素材（ラフィノ－ス、ベ
タイン）販売が伸び悩み

• イーストはほぼ販売数量を維持

• オリゴ糖（ラフィノース）、ベタインの
伸び悩み、健食向けオリゴ糖の供給終了
等、素材で苦戦

• オリゴ糖含有液状甘味料の拡販により売
上の確保に努めている

• イースト新規設備投資による償却費負担
が増加

• オリゴ糖等食品素材の販売回復が課題

売上高

営業利益

単位：百万円

単位：百万円

単位：百万円
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セグメント別 飼料事業 9

• 配合飼料販売数量増加、販売価格安定

• 原料価格下落による製造コストの低下

• ビートパルプ販売も堅調

• 配合飼料売上数量は増加傾向

• 機能性のある独自商品を継続的に市場へ
投入

• ビートパルプ売上はてん菜の豊凶に依存

• とうもろこし等原料価格が製造コストに
大きく影響

• 2017/3月期はてん菜不作によるビートパ
ルプ販売数量減少の影響が大きい

売上高

営業利益

単位：百万円

単位：百万円

単位：百万円
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売上高 9,530 9,714 ＋184

営業利益 658 929 ＋271
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セグメント別 農業資材事業 10

• 直播拡大によりビート用紙筒販売が減少

• 紙筒輸出が拡大傾向、売上減少に歯止め

• ビート用移植機売上の減少

• ビート用紙筒の売上は減少の趨勢

• ネギ用を主としたそ菜用紙筒で売上を補
完、海外展開も積極的に推進

• ビート用移植機は、年度により受注数量
の変動が大きい

• ビート用紙筒の減少を、そ菜用紙筒、
農業機材の販売で利益補完、増益を図る

• 2019/3期はビート苗生産設備の受注、
ビート用移植機受注量の増により大幅増益

売上高

営業利益

単位：百万円

単位：百万円

単位：百万円
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※直播：ポットなどで育苗しないで、
直接畑や庭にタネをまくこと
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セグメント別 不動産事業 11

• 賃貸物件数に大きな変動は無し。

• 医療ビル等の利益への貢献度が本格化

• 神田オフィスビル、保育所、医療ビル等、
過去２年間で収益物件を拡大

• 今年度は新規物件の初期費用（不動産取
得税等）の影響が解消

• 主力の帯広商業地区賃貸物件が、大規模
修繕の時期に入りつつある

売上高

営業利益

単位：百万円

単位：百万円

単位：百万円
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セグメント別 その他事業 12

• スポーツレジャー、書籍売上減少

• 貨物輸送量増加により増益

• 農産物の豊凶により輸送請負量が増減

• スポーツレジャー、書籍は経済動向に左右
される傾向が大きい（本年度は２、３月に
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、
ボウリング場の営業を自粛）

• 農産物の豊凶により輸送請負量が増減

売上高

営業利益

単位：百万円

単位：百万円

単位：百万円
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営業利益 58 113 ＋55
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次期予想 13

2020年3月期 2021年3月期

第2四半期
（累計）実績

通期実績
第2四半期

（累計）計画
通期計画

第2四半期
前期比

2020年

3月期比

売上高 27,643 57,021 27,000 56,000 △2.3% △1.8%

売上原価 19,572 40,996 ー ー ー ー

売上総利益 8,070 16,025 ー ー ー ー

販売費及び一般管理費 6,879 14,410 ー ー ー ー

営業利益 1,191 1,614 800 1,300 △32.9% △19.5%

売上高営業利益率 4.3% 2.8% 3.0% 2.3% ー ー

経常利益 1,421 2,085 1,000 1,700 △29.7% △18.5%

売上高経常利益率 5.1% 3.7% 3.7% 3.0% ー ー

当期純利益 983 1,340 700 1,100 △28.8% △18.0%

単位：百万円

• 砂糖消費量は減少傾向にあり拡販は厳しいが、砂糖売上高は前年同水準を目指す

• 引き続き効率的な製糖に努め、ビート糖製造コストの低減を図る

• 飼料、農業資材事業において、原材料コスト等が上昇傾向にあり、収益が圧迫さ
れる懸念あり
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次期予想 14

◎今般の新型コロナウイルス感染症の影響に係るリスク等について

当社グループは新型コロナウイルス感染症の拡大防止と事業継続の観点か
ら、従業員の健康管理を徹底した上で、不要不急の出張等を見合わせるとと
もに、一部事業所において時差出勤と在宅勤務を実施、役職員の出勤を抑え、
感染リスクの低減に努めております。
新型コロナウイルス感染症の影響による経営成績への影響および今後の見

通しは以下の通りです。

・砂糖事業において、業務用を中心に全体的に需要が落ち込んでおり、感染
症の影響が長引けば、売上の減少が大きくなる可能性があります。

・食品事業のイーストにおいて、学校の休校に伴い給食パン用の需要が減少
しております。

・不動産事業において、一部、テナントの商業施設が営業時間を短縮あるい
は休業しており、今後賃料収入に影響が出てくる可能性があります。

・その他の事業において、子会社スズラン企業の経営するスポーツレジャー
施設が、臨時休業等、営業時間を短縮しており、売上が減少しております。
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2. 日甜グループ中期経営計画
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日甜グループ中期経営計画 16

経営理念

経営方針

日甜グループ中期経営計画

日甜グループは社是「開拓者精神を貫き、社会に貢献しよう」のもと
てん菜・てん菜糖事業の継続、さらに各事業を成長させ、砂糖事業・
不動産事業に続く第２の柱を構築し、社会的責務を果たしてまいります。

• 「新しい価値の創造」と「チャレンジ」で課題に取り組む。

• ＳＤＧｓを踏まえ、持続可能な社会の実現を目指す。

• 持続的なてん菜・てん菜糖事業を構築する。

• 当社独自技術を生かし、事業を成長させ、第２の柱を構築する。

• 2019年に創立100周年を迎え、さらなる100年に向けて
持続的な成長を目指す。

• 事業環境の変化を鑑み、持続的なてん菜・てん菜糖事業
を構築し、さらに各事業を発展させる。
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日甜グループ中期経営計画 17

第1次日甜グループ中期経営計画 第2次日甜グループ中期経営計画

2023年4月以降（予定）2021年3月期～2023年3月期

・省力化、効率化、環境・品質対策を通じて、砂糖事業のコスト低減を目指す
・第２の柱として、食品事業（ドライイースト、オリゴ糖）、飼料事業（配合飼料）、
農業資材事業を成長事業と位置づけ

財務目標

2020年3月期 2023年3月期 増減額 増減率

売上高 57,021 58,300 1,278 ＋2.2％

経常利益 2,085 2,700 614 ＋29.5％

当期純利益 1,340 1,830 489 ＋36.6％

単位：百万円

売上高経常利益率 3.7％ 4.6％

株主資本利益率（ＲＯＥ） 2.0％ 2.6%
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日甜グループ中期経営計画 部門別の施策（注力事項） 18

基盤事業

てん菜耕作省力化への取り組み、てん菜の工場受入れ設備の大型化による効率化、
省力化・省エネによるコスト削減、環境対策・品質向上対策への取り組み
包装形態を多様化しユーザーによるハンドリングを向上

砂糖事業

“第2の柱”
成長事業

国内唯一のメーカーである優位性を生かした国産ドライイーストの展開
てん菜糖蜜を活用した「フラクトオリゴ糖」の販売

食品事業

DFAⅢ（ミネラル吸収促進効果のあるオリゴ糖）を使用した当社独自の機能性
飼料の販売拡大と海外市場への模索、牛用サプリメントのネット販売

飼料事業

2020年4月紙筒事業部に海外事業課を新設、海外販売の拡大
「省力化」を切り口とした農機具の開発、中国企業への移植技術指導を実施

農業資材事業

不動産事業

各テナントとの友好的な関係を重視しながら、安定収益源として事業継続
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3. 環境・社会への取り組み
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社是「開拓者精神を貫き、社会に貢献しよう」

１９１９年(大正８年)６月、前身である「北海道製糖株式会社」が創業、以来１００年、
当社はてん菜糖事業を通じ、北海道畑作農業の発展、地域社会との共生、食料自給率の
維持等、川上から川下まで様々な形で社会に貢献してまいりました。

また、てん菜糖事業を主軸に食品事業、飼料事業、農業資材事業を展開、経営の多角化を
図っております。

現在は、てん菜の栽培技術の向上のため培ってきたノウハウである紙筒・農業機材技術の
海外展開に力を入れており、世界の食料事情の改善に貢献できるものと期待しております。

当社は、先人から受け継いだ開拓者精神で、これからも持続可能な社会の実現のため、
チャレンジを続けてまいります。

持続可能な社会の実現に向けて 20
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北海道畑作農業の維持・発展へ

北海道畑作農業の基幹作物であるてん菜の
効率的な生産体制に適時的確な支援を行い、
生産者の持続的な経営に寄与

SDGs関連の取り組み 21

生産者 てん菜

製品

製糖所

川下

川上

製糖所における環境配慮への取り組み

• CO2排出抑制として、ビートパルプ蒸気乾燥
設備の導入及び嫌気ガスの有効利用

• 廃棄物削減対策として、製糖工程での不純
物除去後の残渣（ざんさ）であるライム
ケーキを畑地の土壌改良剤として有効利用

環境に配慮した輸送

CO2排出量の少ない鉄道輸送を活用
→エコレールマーク取得

てん菜の有効活用

• てん菜から、砂糖はもとより、オリゴ糖や
アミノ酸等てん菜に含まれる様々な有用成
分を製品化

• てん菜の繊維質のビートパルプを牛用飼料
に活用
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日本甜菜製糖株式会社 （にっぽんてんさいせいとうかぶしきかいしゃ）
〒108-0073 東京都港区三田三丁目１２―１４ ニッテン三田ビル
１９１９年６月１１日
取締役社長 惠本 司
８２億７千９百万円
７３０名（連結）
砂糖事業 （ビート糖、精糖、糖蜜等）
食品事業 （イースト、オリゴ糖等食品素材、製菓製パン用仕入商品等）
飼料事業 （配合飼料、ビートパルプ等）
農業資材事業（育苗用資材、農業用機械器具、培土、種子等）
不動産事業 （不動産賃貸）
その他の事業（貨物輸送、石油類販売等）
十勝鉄道㈱、スズラン企業㈱、ニッテン商事㈱、サークル機工㈱

社名
本社所在地
設立
代表者
資本金
従業員数
事業内容

連結子会社

社会に貢献できる企業に

当社は、国内での砂糖自給体制の確立と北海道の開拓推進を図るため、１９１９(大正８)年に創立さ
れました。
以来、常にてん菜糖業のパイオニアとして、「開拓者精神を貫き、社会に貢献しよう」の社是のもと、

国内甘味資源の確保と北海道寒冷地農業の振興に努めてまいりました。
社会は今大きな変革期を迎えています。当社では、てん菜糖業を中心とした既存事業の経営基盤を強

化するとともに、時代に即応した事業展開を図り、常に時代の開拓者としてその社会的使命を果たし、
社会から信頼される企業となるよう不断の努力を続けてまいります。

社是

開拓者精神を貫き、社会に貢献しよう
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当社は、てん菜(ビート)から砂糖（ビート糖）を製造し、販売しております。
てん菜は日本では北海道だけで栽培されており、作付けから収穫・製糖まで地域社会と密接に関連しています。
厳冬期の長い北海道でのてん菜の生育日数を補うために、当社ではビニールハウスでの播種、育苗を可能にし

た紙筒移植技術を確立、てん菜の生産性が飛躍的に増加いたしました。
てん菜が北海道畑作農業における基幹的作物として輪作体系に組み込まれたことにより、地域農業の振興と、

ビート糖の安定供給に繋がりました。
また、ビート糖蜜を活用したイースト、オリゴ糖、アミノ酸等の食品製造・販売、ビートパルプを活用した配

合飼料の販売、てん菜の栽培技術研究で培ったノウハウを活用した農業資機材の製造・販売等、様々な事業を派
生させ、展開を図っております。

66%4%

17%

8%

3% 2%

砂糖事業 食品事業 飼料事業

農業資材事業 不動産事業 その他の事業

2020年3月期
売上高構成比
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砂糖事業

【国内外の状況】
日本で消費される砂糖の約6割は輸入されております。
約3割が北海道で製造されるてん菜糖（ビート糖）、約1割が沖縄、鹿児島で製造される甘蔗（サトウキビ）糖です。
当社は北海道で製造されるビート糖の４割程度のシェアがあり、
また豪州、タイ等から粗糖を輸入し精製した精糖も製造販売しております。
ビート糖、精糖合わせ日本で消費される砂糖の1割強を当社で供給しております。
（※砂糖は植物に含まれるショ糖を純粋な形で取り出した天然の食品です。ビート糖でも甘蔗糖でも製品に差は
ありません。）
（※ビート糖、甘蔗糖の生産量は年度により変動します。当社の製造販売するビート糖には精糖の原料となる
原料糖を含みます。）

【当社の状況】
当社は北海道の十勝、オホーツク、道北、道央地方の農家の方に原料てん菜を栽培していただき、収穫された
てん菜から砂糖を製造し販売しております。
2019年産の原料てん菜による製糖作業は10月中旬より開始し、４月下旬に終了いたしました。

●事業概要
北海道、西日本でお馴染みのスズラン印の砂糖を販売しております。
業務用の砂糖を大手菓子、飲料メーカーなどに販売しております。
国産で高品質の砂糖を安定的に供給できるのが当社の強みです。

※季節性に関する説明
ビート糖の製造は１０月にてん菜（ビート）を収穫してから、翌年4月にかけて砂糖を製造いたします。
第三四半期決算期末において仕掛中のたな卸資産が計上されますが、砂糖の売値が下がった場合、
たな卸資産の評価損を計上することになるため、年度により第三四半期の営業損益が悪化する場合があります。

【事業環境】
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食品事業

●事業概要
ビート糖の副産物である糖蜜を活用し、イーストを製造・販売しております。
日本でドライタイプのイーストを製造しているのは当社だけです。
また、てん菜に含まれる有用成分を抽出した各種食品素材（各種オリゴ糖、ベタイン（アミノ酸の一種）、
食物繊維など）を製造・販売しております。

飼料事業

●事業概要
てん菜に含まれる繊維質であるビートパルプは牛用の良質な飼料になります。
当社では、これにトウモロコシなどを配合し栄養価を高めた牛用の配合飼料を販売しております。
当社の配合飼料はイーストやオリゴ糖を配合した機能性のある飼料を特徴としております。

※季節性に関する説明
ビートパルプの製造が１０―３月ごろであり、この時期の出荷が多くなります。
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農業資材事業

●事業概要
育苗用の資材及び関連する機材などを製造・販売しております。
主力の紙筒（移植栽培用育苗鉢）は移植後に土壌で分解される、環境にやさしい紙製を特徴としております。
また苗を畑に移植する際の省力化のための機材を開発しております。

※季節性に関する説明
農業資材事業については育苗用が中心のため季節性があります。
天候等さまざまな要因により出荷時期がずれる場合があります。

不動産事業

●事業概要
東京都、北海道等でオフィスビル、商業店舗等の賃貸をしております。
帯広市の旧製糖所跡地の一部を再開発した地区（約17万㎡）は、道東で最大規模の複合商業施設となっており、
地域の皆様の暮らしに貢献しております。
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その他事業

●事業概要
子会社十勝鉄道㈱は、農作物や飼料等の運搬により十勝の地域経済に貢献しております。
子会社スズラン企業㈱はガソリンスタンド、ボウリング場、書店を経営しており、
地域の皆様の暮らしに貢献しております。

※季節性に関する説明
農作物の運搬の多い１０―１２月に貨物輸送の売上が増加します。
ただし連結会社に対する売上については連結上消去されます。
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2016年3月期 2017年3月期 2018年3月期 2019年3月期 2020年3月期

売上高 57,823 58,133 58,895 57,997 57,021

経常利益 2,244 2,518 1,983 2,037 2,085

当期純利益 1,362 1,513 1,223 1,324 1,340

純資産額 66,571 68,817 68,260 69,438 66,951

総資産額 96,191 98,946 99,106 98,302 96,405

１株当たり純資産額 4,714.57 4,866.59 4,821.55 4,892.67 4,714.90

１株当たり当期純利益額 95.49 107.12 86.47 93.37 94.44

売上高経常利益率 3.9% 4.3% 3.4% 3.5% 3.7%

自己資本比率 69.2% 69.5% 68.9% 70.6% 69.4%

株主資本利益率（ＲＯＥ） 2.0% 2.2% 1.8% 1.9% 2.0%

売上高のうち砂糖事業の
占める割合 68.7% 69.6% 67.8% 66.1% 66.2%

単位：百万円

• 当社グループは、売上高経常利益率を経営指標として設定し、目標とする
売上高経常利益率を４．０％としております。
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※てん菜糖製造は１０月～４月末ごろに行われるため、３月末のたな卸在庫が膨らみます。

単位：百万円

固定資産

49,191

固定資産

51,075

固定資産

52,805

固定資産

52,900
固定資産

48,417

その他流動資産

19,564

その他流動資産

22,540

その他流動資産

20,525

その他流動資産

18,333 その他流動資産

19,906 

たな卸資産

27,435

たな卸資産

25,330

たな卸資産

25,775
たな卸資産

27,068
たな卸資産

28,082

純資産

66,571

純資産

68,817

純資産

68,260

純資産

69,438

純資産

66,951

固定負債

12,770

固定負債

13,089

固定負債

12,496

固定負債

12,317
固定負債

10,638

流動負債

16,848

流動負債

17,039

流動負債

18,348

流動負債

16,546
流動負債

18,815

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

2016年

3月期

2017年

3月期

2018年

3月期

2019年

3月期

2020年

3月期



Ⓒ日本甜菜製糖株式会社 2020

砂糖価格・砂糖消費量 31

（砂糖年度）

農林水産省「砂糖及び異性化糖の需給見通し」より当社作成

（千トン）

※砂糖年度とは、当該年の10月から翌年の9月までの期間
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本資料は、作成時点で入手可能な情報に基づき当社で判断したものであり、
リスクや不確実性を含んでおります。従いまして実際の業績等はこれらと異なる
可能性があります。万一この情報に基づいて被ったいかなる損害につきましても
当社は一切責任を負わないことをご承知おきください。
本資料は投資判断の参考となる情報の提供を目的としたものであり、投資勧

誘を目的としたものではありません。

【お問い合わせ先】
日本甜菜製糖株式会社
管理部管理課
soumutky@nitten.co.jp


